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青少年問題の悩みなどお気軽1こ

％．

で驚豊

－08

毘

（日曜・祝日除く毎日午前9時～午後6時）

火災・救急出動とも増加

平成元年上半期火災・救急統計

宇
治
市
消
防
本
部
は
、
こ
の
程
、
平
成
元
年
上
半
期
（
一
月
～
六
月
）
の
火
災
・
救
急
統
計

（
概
要
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。
火
災
の
概
況
は
、
出
火
件
数
二
十
六
件
、
死
者
三
人
、
負
傷
者
一
人
、

り
災
人
数
六
十
三
人
、
建
物
焼
損
面
積
三
百
三
十
八
平
方
封
、
損
害
額
は
六
千
二
百
九
万
円
で
、

出
火
件
数
・
死
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
救
急
出
動
で
は
、
出
動
件
数
千
六
百
四
十
八
件
、
搬
送

人
員
千
六
百
四
十
人
で
、
急
病
二
父
通
事
故
に
よ
る
出
動
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
消
防
本
部

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
か
け
が
え
の
な
い
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
常
に
迅
速
な
対
応
に

努
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

火
災
　
放
火
が
依
然
ト
ッ
プ
車
両
火
災
は
大
幅
増

平
成
元
年
上
半
期
（
一
月
上
八

月
）
の
出
火
件
数
は
二
土
ハ
件
、

前
年
同
期
か
拒
ハ
件
の
増
。
六
・

九
日
に
一
件
の
発
生
に
な
り
毒
了
。

内
訳
は
、
住
宅
火
災
十
三
件
を
含

め
、
建
物
火
災
が
十
七
件
、
車
両

市
国
際
親
善
協
会
総
会
を
開
催

カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
へ

調
査
団
を
派
遣

宇
治
市
国
際
親
善
襲
証
、

七
月
二
十
九
日
、
中
央
公
民
館

で
、
平
成
元
年
度
総
会
を
開
催
。

市
民
・
各
界
か
ら
約
二
百
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
総
会
で
は
、
名
誉
会
長

で
あ
る
池
本
市
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
い
て
、
昭
和
六
十
三
年
度

事
業
報
告
や
収
支
決
算
の
ほ
か
。

新
友
好
都
市
へ
の
取
り
組
み
を

含
む
平
成
元
年
度
の
事
業
計
画

と
収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
谷
岡
武
雄
会
長
、
上

林
春
松
・
中
川
恵
次
両
副
会
長

を
は
じ
の
と
す
る
全
役
員
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ふ
磋
の
具
体
的
な

新
友
好
都
市
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
へ
、
調
査
団
忿
蓉
堡
る

こ
と
も
決
定
。
親
善
翌
茄
盟

団
体
の
代
表
ら
が
、
市
・
議
会

関
係
者
ら
と
と
も
に
、
九
月
七

日
か
ら
千
四
日
ま
で
、
同
市
を

火
災
は
大
幅
増
の
七
件
（
前
年
同

期
一
件
）
に
達
し
て
い
康
司
’

、
死
者
三
人
の
う
ち
、
一
人
は
高

齢
の
人
、
負
傷
者
一
人
は
初
期
消

火
活
動
中
の
や
哺
と
で
し
た
。

焼
損
面
積
三
百
三
十
八
平
方
μ

は
、
前
年
同
期
か
ら
夭
幅
減
。
こ

れ
は
、
昼
間
の
火
災
が
多
く
、
発

▲油なべの掛け忘れ放置による、ガスコ

ンロからの出火。ちょっと‥した不注意が

火災を招きます。火のそばを離れるとき

は、必。ず、いったん火。を止めましょう。

訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
の
席
上
で
も
、
カ
ム
ル
．

Ｉ
プ
ス
市
を
紹
介
す
る
ス
ラ
イ

ド
が
上
映
さ
れ
、
出
席
者
は
熱

心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
は
、
カ
ナ

ダ
ー
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン

ビ
ア
州
に
属
し
、
バ
ン
ク
ー
バ

ー
市
（
太
平
洋
岸
）
の
北
東
約
三

百
六
十
キ
ロ
メ
ー
1
ル
に
位
置

す
る
、
人
口
約
六
万
四
千
人
、

緑
豊
か
で
風
光
明
美
な
リ
ゾ
ー

ト
地
と
し
て
和
瓦
て
い
る
市

で
す
。
（
秘
書
課
）

見
が
容
易
で
、
初
期
消
火
活
動
に

よ
登
拡
大
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
圭
ｙ
。

出
火
原
因
別
件
数
で
は
、
一
位

は
「
放
火
ま
た
は
放
火
の
疑
い
」

の
四
件
で
、
昭
和
六
十
年
上
半
期

以
降
、
連
続
し
て
ト
ッ
プ
。
次
い

で
「
火
あ
そ
び
」
の
三
件
、
「
た
ば

こ
」
・
「
ガ
ス
コ
ン
ロ
」
・
「
石
油
ス

ト
ー
ブ
」
の
各
二
件
と
な
っ
て
い

拿
ｙ
。
ま
た
、
「
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
」
・

『
風
呂
か
毒
と
』
・
「
線
香
」
な
芦
か

ら
の
出
火
も
あ
り
毒
ｙ
。

こ
れ
ら
の
出
火
原
因
の
中
で
、

火
あ
そ
び
に
よ
る
出
火
は
ラ
イ
タ

1
・
花
火
奎
届
串
に
、
ガ
ス
コ

ン
ロ
に
よ
る
出
火
は
油
な
べ
の
掛

け
忘
れ
放
置
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
に

よ
る
出
火
は
タ
ン
ク
へ
注
油
時
の

不
注
意
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
゛
ち
ょ
っ
と

し
た
不
注
意
が
、
出
火
の
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
求
ｙ
。

ま
た
、
二
件
の
「
た
ば
こ
」
の
火

の
不
始
末
に
よ
る
出
火
で
は
、
損

害
額
が
二
千
九
百
六
十
万
円
に
も

達
し
、
全
被
害
額
の
四
十
八
％
を

占
め
て
い
圭
ｙ
。

以
上
の
こ
と
や
り
、
消
防
本
部

で
は
、
地
域
・
家
庭
に
密
着
し
た

火
災
予
防
対
策
や
、
火
災
時
に
お

け
る
適
切
な
初
期
行
動
に
関
す
る

知
識
の
普
及
な
ど
を
、
積
極
的
に

推
進
し
て
い
雁
垂
ｙ
。

救
急
　
高
齢
者
の
急
病
出
動
皿
増
加
の
傾
向
に

上
半
期
の
出
動
件
数
は
エ
〈
百

四
十
八
件
、
前
年
同
期
か
ら
九
十

一
件
の
増
。
一
日
平
均
九
・
一
件

の
出
動
と
な
り
、
一
日
最
多
出
動

は
二
十
四
件
。
五
月
に
は
、
本
市

の
救
急
業
務
開
始
以
来
の
月
間
最

多
出
動
件
数
で
あ
る
三
百
十
三
件

を
記
録
し
て
い
未
丁
。

事
故
種
別
で
は
、
一
位
が
「
急

病
」
の
七
百
七
十
一
件
、
七
十
件

の
増
、
二
位
が
「
交
通
事
故
」
の
五

百
四
十
件
、
四
十
五
件
の
増
。
い

ず
れ
も
、
’
過
云
同
期
の
最
多
件
数

に
達
し
て
い
ま
ず
。

搬
送
人
員
は
士
〈
百
四
十
人
、

七
十
一
人
の
増
。
急
病
に
よ
る
搬

送
人
員
は
七
百
三
ナ
で
人
、
う
ち

六
土
傅
蛍
の
搬
送
人
員
は
三
百

七
人
、
二
・
四
人
に
一
人
の
割
合

と
な
り
、
こ
の
数
は
年
々
増
加
の

傾
向
に
あ
り
車
ｙ
。

不
搬
送
件
数
は
百
二
十
二
件
、

前
年
同
期
か
ら
千
七
件
の
増
。
出

動
十
三
・
五
件
に
一
件
の
割
合
に

な
り
毒
了
。
’

消
防
本
部
で
は
、
高
齢
化
社
会

の
進
展
や
交
通
事
故
の
多
発
な
ど

に
よ
り
、
未
玉
手
救
急
需
要
の

増
大
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、

｛
磋
一
層
、
救
急
活
動
の
迅
速
化

を
図
り
未
了
。
拿
だ
、
救
急
車
の

正
し
い
利
用
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、
厦
季
当
て
の
知
識
・

技
術
の
普
及
な
ど
に
も
努
め
て
い

き
康
司
（
消
防
本
部
）

平和祈念集会を前に

市
民
の
皆
さ
ん
の
募
金
に
よ

っ
て
、
昨
年
八
月
に
市
庁
舎
前

に
建
て
ら
れ
た
、
平
和
の
像
の

化
粧
直
し
が
、
八
月
一
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。
八
月
十

吾
早
前
十
一
時
四
十
分
か
ら
、

こ
の
像
の
前
で
、
世
界
の
恒
久

平
和
を
願
う
平
和
祈
念
集
会
が

開
か
れ
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
柔
ｙ
。

（
企
画
管
理
部
総
務
課
）
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同
和
問
題
の
本
質

同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会

の
歴
史
的
発
展
の
過
程
に
お
い
、

て
形
成
吝
れ
た
身
分
階
層
構
造

に
属
つ
ぐ
差
別
に
よ
り
、
経
済

的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
低
位

の
状
態
に
お
か
れ
、
現
代
社
会

に
お
い
て
も
、
な
お
い
ち
じ
る

し
ぐ
華
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
、

と
く
に
近
代
社
会
の
原
理
と
し

て
何
人
に
も
保
障
さ
れ
て
い
る

市
民
的
権
利
と
自
由
奮
元
全
に

保
障
さ
れ
て
い
な
い
問
題
で
す
。

つ
ま
り
、
封
建
時
代
に
民
衆
を

支
配
す
る
た
め
に
政
治
的
に
つ

く
ら
れ
た
身
分
制
度
に
稀
つ
く

差
別
で
あ
り
、
同
和
地
区
に
生

ま
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
個
々
の

人
間
と
し
て
当
然
持
っ
て
い
る
・

権
利
や
自
由
が
、
社
会
の
な
か

で
完
全
に
平
等
に
保
障
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
問
題
で
す
。

こ
の
問
題
は
、
社
会
に
多
様

な
形
で
表
れ
、
分
類
す
る
と

心
理
的
差
別
と
実
態
的
差
別
と

に
分
け
ら
れ
別
々
に
存
在
し

て
い
る
も
の
で
は
な
ぐ
、
こ
れ

ら
は
相
互
に
因
果
関
係
を
も
っ

て
作
用
に
息
っ
て
い
未
了
。
た

と
え
ば
、
不
安
定
な
愚
弟
職

業
構
成
、
劣
悪
な
生
活
環
境
に

み
ら
れ
る
実
態
が
、
偏
見
や
差

別
意
識
と
結
び
つ
孝
心
理
的
差

別
を
助
長
し
、
心
理
的
な
差
別

が
あ
る
た
め
に
交
際
が
拒
否
さ

れ
た
り
、
進
学
、
就
職
、
結
婚

な
ど
の
機
会
を
失
い
、
過
密
化

し
た
生
活
環
境
の
な
か
に
生
活

さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
実
態
的
差

別
を
受
け
拿
ｙ
。
ま
た
、
そ
こ

に
住
む
こ
と
に
よ
っ
て
心
理
的

差
別
を
受
け
、
居
住
移
転
、
就

職
や
教
育
の
機
会
均
等
な
ど
の

権
利
が
侵
さ
れ
る
の
で
す
。
そ

し
て
、
差
別
か
存
続
さ
せ
て
い

る
の
は
、
単
に
人
び
と
の
意
識

や
観
念
で
は
な
く
日
本
の
社
会

体
制
に
あ
る
の
で
す
。

答
申
は
、
以
上
の
ぷ
つ
に
指

摘
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
同
和
閤
題
の
解

決
は
国
や
地
方
自
治
体
の
責
務

で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
「
答
申
」

の
精
神
か
尊
重
し
、
同
和
対
策

事
業
特
別
措
置
法
制
定
以
来
二

十
年
、
生
活
環
境
の
改
善
、
社

会
福
祉
の
充
実
、
産
業
職
業
の

安
定
、
教
育
文
化
の
向
上
、
基
本

的
人
権
の
擁
護
を
丙
容
と
す
る

そ
の
結
果
、
住
宅
、
道
路
な
ど

住
環
境
が
整
備
さ
れ
、
生
活
条

件
は
向
上
し
て
き
ま
し
た
。
心

理
的
差
別
解
消
の
前
提
は
相
当

改
善
さ
れ
た
と
い
え
ま
呪
し

か
し
、
安
定
し
た
就
労
の
促
進

な
ど
同
和
問
題
解
決
の
中
心
課

題
で
あ
る
産
業
就
労
の
面
で
は

ま
だ
ま
だ
不
安
定
な
状
況
で
あ

り
、
そ
の
前
提
と
な
る
教
育
面

も
あ
い
か
や
孕
低
い
実
態
に

あ
り
、
引
き
続
1
取
り
組
み
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
同
時
に
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
同
和
問
題
の
正
し
い
理

解
と
認
識
を
し
、
そ
の
解
決
を

自
ら
の
課
題
と
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
ｊ
つ
づ
く

（
同
和
対
策
室
）

「
同
対
審
」
答
申
そ
し
て
「
特
別
措
置
法
」
施
行
2
0
年

同
和
問
題
を
一
人
ひ
と
り

の
も
の
に

急
病
と
交
通
事
故
の
出
勤
過
去
最
多
を
記
録

平和の像を化粧直し



宇治市産業会館

各種会合・展示会などに

産
業
会
館
は
、
昭
和
六
十
二
年

四
月
に
オ
・
－
プ
ン
し
て
以
来
、
商

工
業
者
を
は
じ
め
多
く
の
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
種
会
合
、
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修

会
、
展
示
会
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

〈
使
用
料
〉
…
下
表
の
と
お
り
。

な
お
、
休
日
、
延
長
料
金
や
冷
暖
房

費
、
マ
イ
ク
や
い
す
な
ど
の
設
備

使
用
料
は
、
別
に
定
め
ら
れ
て
い

圭
ｙ
。

〈
使
用
時
間
〉
…
午
前
九
時
～
午

後
十
時
（
準
備
や
後
片
付
け
な
ど

に
要
す
る
時
間
も
含
む
）
。
同
一
施

設
を
継
続
し
て
使
用
す
る
場
合
は
、

三
日
聞
か
限
度
で
す
。

〈
休
館
日
〉
：
十
二
月
二
十
九
日

上
月
三
日
。
臨
時
休
館
日
。

〈
使
用
の
申
し
込
み
〉
・
・
・
使
用
日

の
三
ヵ
月
か
ら
十
五
日
前
ま
で
に

宇
治
商
工
会
議
所
（
宇
治
琵
琶
4
5

－
1
3
、
産
業
会
館
内
・
、
酋
⑩
3
1

0
1
）
へ
印
鑑
持
参
で
。
受
け
付

け
は
、
平
日
の
午
前
九
時
～
午
後

五
時
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
。
電

話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
も

ま
た
、
次
の
内
容
の
ビ
デ
オ
テ

ー
プ
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
型

式
は
Ｖ
Ｈ
Ｓ
。
詳
し
く
は
、
同
会

議
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

①
客
数
と
売
上
を
ク
ン
ダ
ン
伸

ば
夏
盾
頭
演
出
と
商
品
陳
列
法
②

レ
タ
リ
ン
グ
ー
レ
イ
ア
ウ
ト
ヘ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
③
ア
イ
デ
ア
で
決
ま

る
Ｐ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
④
売
り
場
で
の

ギ
フ
ト
対
応
⑤
マ
ス
タ
ー
し
乖
つ

／
基
礎
ラ
″
ピ
ン
ク
⑥
個
性
化
ギ

フ
ト
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
⑦
嫌
わ
れ

移
動
図
書
館
「
そ
よ
か
ぜ
号
」

宇治市産業会館の施設使用料

二 面績収容人数
午前 午後 夜間 午前・午後午後・夜間全日

笏前9時Ｓ

止午

午後1時ｉ

5時

午後6時Ｓ

10時

午前9時Ｓ

午後5時

午後1時Ｓ

10時

午前9時Ｓ

午後10時

産業情報コ―・ナー2ａ7ｍ’140人
円5．400 川7・，200 円8，600 川11，300 円14，200 円17，000

多日

的ホ

｜ル

全県使川
175ｍ’
24（人

3，＜1ＯＯ5．200 6，200 8，200 10，300 12，200

ｌ／2室以下の使用 2，010 Ｌ’，6003，100 4，100 5，100 6，200

会議室 119㎡32人 2，100 2，800 3，400 4，400 5，600 6，600

第一研修室 80ｍ’51Ａ1、500 2，000 2，400 3，200 4，000 4，700

第二研修室 59ｍ’39人1．200 1．6Ｕ0 1，900 2，500 3，200 3，800

茶室 59ｍ＝40人1．2（Ｏ1．600 1，900 2，500 3，200 3，800

19ｌ，士ＩＢ物ご芝

て
い
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
の
お
店

の
対
む
⑧
逃
が
し
て
い
ま
せ
ん
か

？
大
切
な
お
客
様
⑨
ど
こ
で
も
、

だ
れ
に
で
も
手
軽
に
で
き
る
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
づ
く
り
⑩
上
手
な
電

話
応
対
こ
そ
商
売
繁
盛
の
コ
ツ
⑨

思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
を
引
息
と
す

新
し
く
な
り
ま
し
た

Ｉ
一
Ｅ
°

「そよかぜ号」3世▲パワーアップ／

こ
の
程
、
移
動
図
書
館
「
そ
よ
か
ぜ
号
」

が
新
ト
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
十
月
か
ら
巡
回
か
嬌
め
た

「
そ
点
笹
号
」
も
、
今
度
で
三
台
目
。
今
回

新
し
ぐ
購
入
し
た
「
そ
去
笹
号
」
は
、
全
長

八
・
一
四
な
の
中
型
バ
ス
で
、
約
二
千
三
百

冊
の
図
書
か
積
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
ず
。

ま
た
、
車
内
は
広
々
と
し
て
明
る
く
、
機
能

も
パ
ワ
ー
ア
″
プ
。

【
。
そ
え
か
ぜ
号
】
は
、
小
説
や
実
用
書
、
絵

本
な
ど
を
い
っ
ぱ
い
積
ん
で
、
市
内
を
巡
回

し
て
い
ま
ず
。
貸
し
出
し
は
一
世
帯
二
十
冊

ま
で
。
簡
単
に
手
続
き
が
で
章
誉
め
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「
そ
よ
か
ぜ
号
」
の
巡
回
日
程
は
、

市
政
だ
よ
り
毎
月
一
日
号
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
（
中
央
図
書
館
）

手
形
の
取
り
扱
い
法
○
忙
し
い
社

長
さ
ん
の
気
に
な
る
税
金
⑩
販
売

接
客
技
術
を
さ
ら
に
強
化
す
る
販

売
体
制
づ
く
り
⑩
社
内
情
報
を
川

％
活
用
／
伸
び
る
メ
ー
カ
ー
の
業

績
・
販
売
管
理
⑩
伸
び
る
企
業
の

ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
み
出
す
発
想
法

と
そ
の
仕
掛
け
方
。

（
商
工
観
光
課
）

お
知

ら
せ

市
民
歴
史
講
座

古
く
か
ら
歴
史
の
舞
台
と
な
っ

た
宇
治
。
・
数
々
の
文
化

遺
産
は
そ
の
栄
華
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
歴
史
講
座
で

は
、
「
平
等
院
」
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
’
‘

▼
日
程
・
内
容
…
下

表
の
と
お
り
。
時
間
は

午
後
2
時
～
4
時
、
た

だ
し
第
5
講
は
午
後
1

時
半
～
皿
時
▼
と
こ
ろ

上
宝
ハ
公
民
館
展
示
集

会
室
。
第
5
講
は
臨
地

歴史講座の日程表

文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
5
周
年
記
念

市
民
文
化
祭

十
月
二
十
七
日
倒
か
ら
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、
市
民
文
化
祭
を

開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
文
化

祭
の
参
加
者
を
、
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▽
展
示
の
部
・
：
○
1
0
月
2
7
日
宙

～
2
9
日
間
＝
園
芸
・
山
野
草
・

書
道
・
木
彫
・
木
工
芸
Ｏ
Ｈ

月
3
日
㈲
～
5
日
㈲
＝
水
石
・

盆
栽
・
写
真
・
手
工
芸
Ｏ
Ｈ

学
習
▼
対
象
…
市
内
在
住
・
在
学

在
勤
の
人
▼
定
員
・
：
5
0
人
（
先
着

順
）

、 ▼
受
講
料
・
・
・
無
料
。
拝
観
料

は
自
己
負
担
▼
申
し
込
み
…
8
月

1
2
日
出
か
ら
、
同
公
民
館
（
容
⑩

1
4
1
1
）
へ
電
話
か
直
接
来
館

で
。
（
中
央
公
民
館
）

公
民
館
映
画
劇
場

京
都
の
文
化
や
伝
統
産
業
を
映

田
で
紹
介
し
ま
す
。
入
場
は
無
料

で
す
。▼

と
き
・
：
8
月
1
9
日
出
、
午
後

1
時
半
と
3
時
半
の
2
回
▼
と
こ

ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
展
示
隻
Ｊ
Ｊ

上
映
作
品
…
「
京
石
工
芸
品
」
、
「
繍

と
金
彩
」
▼
問
い
合
わ
淮
：
同
公

民
館
（
豊
⑩
1
4
1
1
）
べ
。

（
中
央
公
民
館
）
’

「
宇
治
市
統
計
書
」
を
刊
行

こ
の
程
、
「
宇
治
市
統
計
書
（
昭

和
六
十
三
年
度
版
）
」
を
刊
行
し
ま

月日 －アーマ

講師

1 8／26川平等院の歴史・時代背景 歴史資料館職員

2 9／2出
平等院の美術工芸（Ｉ）

平等院の絵郎仏像を中心に

＼．＜）ｉ資糾館嘱託

安藤佳香さん

3 9／9出
平等院の美術工芸ｕ）・

ほ心平等院の梵鐘

京都倒立博物館主仔研究官

稲田和彦さん

4 9／16倒平等院建造物と庭園
叫凛都巾埋蔵物文化研究所所艮

杉山信三さん

5 9／30出臨地学習平等院を見学する 平等院住職宮城宏さん

丹
1
0
日
廊
1
1
2
旦
川
Ｔ
陶
工

芸
・
額
装
品
・
生
花
・
拓
沢

・
文
芸
。

▽
発
表
の
部
（
ズ
月
3
日
㈲
、

5
日
㈲
）
…
三
曲
・
謡
曲
・

舞
踊
・
吟
詠
・
合
奏
・
合
唱
・

民
謡
。

▽
参
加
資
格
・
：
市
内
在
住
・
在

勤
λ
怯
者
と
そ
の
組
織
す

る
団
体
（
発
表
の
部
は
叉

し
た
。
本
書
は
、
宇
治
市
に
関
す

る
基
礎
的
な
統
計
数
字
を
収
集
し
、

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
一
部
千
円

で
頒
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
人
は
直
接
、
企
画
課
へ
。

（
企
画
課
）

難
聴
者
耳
の
こ
と

何
で
も
講
座

難
聴
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
、

友
人
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
8
月
2
7
日
間
、
午
後

零
時
半
～
4
時
半
▼
と
こ
ろ
…
総

合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
補
聴
器
の

使
い
方
、
難
聴
者
の
自
立
と
社
会

参
加
、
難
聴
者
の
福
祉
制
度
、
要

約
筆
記
に
つ
い
て
な
ど
▼
受
講
料

・
・
・
無
料
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
・
：
前
日
ま
で
に
、
福
祉
年
金
課

障
害
福
祉
係
（
内
線
3
3
4
）
へ
。

（
福
祉
年
金
課
）

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

〈
生
け
花
教
室
〉

▼
と
き
・
・
・
8
月
2
7
日
面
、
午
後

募
集

以
上
の
団
体
に
限
る
）
。

▽
参
加
費
…
発
表
の
部
に
限
り
、

―
団
体
二
千
円
と
出
演
者
―

人
に
つ
き
二
百
円
。

▽
串
し
込
み
…
8
月
Ｈ
日
胞
1

2
5
日
金
ま
で
に
文
化
祭
実
行

委
員
会
事
務
局
（
社
会
教
育

課
内
・
内
線
4
7
5
）
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

Ｌ
時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
…
総

命
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
秋
の
花
を

牛
ぽ
る
▼
講
師
…
小
西
弘
子
さ
ん

（
水
無
瀬
未
生
峰
月
流
家
元
師
範
）

▼
対
象
・
：
市
内
在
住
の
ろ
シ
忍
者

▼
受
講
料
・
・
・
花
代
の
実
費
（
千
五

百
円
程
度
）
▼
串
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
・
：
8
月
1
9
日
出
ま
で
に
社

会
福
祉
協
議
会
（
酋
⑩
5
6
5
0
、

フ
ァ
″
ク
ス
⑩
0
8
5
7
）
へ
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

親
と
子
の
木
工
教
室

夏
休
み
の
ひ
と
と
き
、
工
作
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
：
ａ
月
2
2
日
脚
、
2
3
日

困
、
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
午
後

ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
：
太
陽
が
丘
体
育

館
前
▼
内
容
・
：
本
立
て
、
テ
″
″

シ
ュ
箱
な
ど
小
物
類
▼
参
加
・
：
自

由
（
幼
児
は
必
ず
保
護
者
同
伴
で
）

▼
申
し
込
み
：
当
日
、
直
接
会
場

へ
▼
参
加
費
…
無
料
（
材
料
費
は

自
己
負
担
）
‘
▼
問
い
合
わ
せ
…
宇

治
地
方
振
興
局
農
林
課
（
豊
⑩
3

4
5
0
）
へ
。
（
農
林
茶
業
課
）

八
月
二
十
四
日
團
か
ら
、
老

人
大
学
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
長
年
の
経
験
を
社
会
に
生

か
す
と
と
も
に
、
新
し
い
知
識

を
身
に
つ
け
、
現
代
社
会
か
ら

取
り
残
さ
れ
な
い
ぶ
フ
に
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
今
年
も
、

宇
治
市
捷
昌
暑
会
に
委
託
し

て
行
い
季
ｙ
。
積
極
的
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル
▼
対
象
・
：
6
0
歳
以

老人大学の日程表

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ー

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

▼
と
き
…
8
月
3
0
日
困
、
9

月
1
日
㈲
、
4
日
側
。
い
ず
れ

も
午
後
7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ

・
：
御
蔵
山
小
学
校
体
育
館
▼
対

寧
：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
高
校
生
以
上
▼
定
員
…
4
0
人

（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料
▼

申
し
込
み
…
電
話
で
市
民
体
育

課
（
内
線
4
7
8
）
へ
。’

吊
民
体
育
課
）

府
民
総
体
ボ
ウ
リ
ン
グ

宇
治
市
予
選
会

第
十
二
回
京
都
府
民
総
合
体

育
大
会
の
一
つ
と
し
て
、
十
一

月
十
二
日
面
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
競

技
が
開
催
。
そ
の
、
本
市
代

表
（
一
チ
ー
ム
）
か
灰
め
る
予
選

会
か
次
の
と
お
り
行
い
毒
了
。

▼
と
き
・
：
9
月
3
日
咽
午

前
8
時
4
0
分
～
▼
と
こ
ろ
・
：
松

園
ボ
ー
ル
（
小
倉
町
神
楽
田
5
5
）

▼
参
加
資
格
・
・
・
平
成
元
年
4
月

上
の
市
内
在
住
者
▼
定
員
・
：
千

三
百
人
▼
受
講
料
・
・
・
一
人
百
円

（
当
日
持
参
可
）
▼
申
し
込
み
…

8
月
1
9
日
出
ま
で
に
、
牢
治
市

発
暑
老
舎
霧
局
（
宇
治
琵

琶
4
5
・
総
合
福
祉
会
館
内
）
へ
、

は
が
き
で
。
（
高
齢
者
福
祉
課
）

日時 内容 講師

8／24困
9：30～10：00開会式 犬
10：00～11：30「日々是好日」 法輪寺住職佐野大義さん

8／25図
9：40～10：50車社会と安全に暮らすために 京都府警婦人交通指導員

ｎ：00－ＩＩ：30
老人と火災予防について 宇治市消防本部予防課長

8／26川
9：40～Ｉ0：30騨烈肖ｎ者被害を宇治市自治振興課消費生活係長

10：30・＾11：30高齢者の成人病と老化への対応総合人間研究所所長早川一光さん

8／29側
9：4ａ－11：00生きるよろこび 京都産業大学講師小林鳳円さん

8／30俐9：41）～ｕ：30激動の内外情勢をどうみるか京都新聞論説委貝・尾関史郎さん

8／31困
9：40－11：00私たちの暮らしのよりどころ（憲法）田辺町社会枚育委員林憲三さん

ＩＩ：00～11：30修了証書授与式・閉会式 犬

1
日
に
1
8
歳
以
上
で
、
4
月
3
0

日
以
前
か
ら
大
会
時
ま
で
引
き

続
き
市
内
在
住
↓
在
勤
（
京
都

府
民
）
で
編
成
の
チ
ー
ム
（
大
学

生
は
1
人
、
プ
ロ
ボ
ウ
ラ
ー
は

除
ぐ
）
▼
チ
ー
ム
編
成
：
藍
督

人
（
選
手
兼
任
可
）
、
選
手
6

人
▼
参
加
料
…
Ｉ
チ
ー
ム
六
千

円
▼
申
し
込
み
・
：
8
月
2
0
日
面

ま
で
に
、
参
加
申
込
書
に
参
加

料
を
添
え
て
、
松
園
ボ
ー
ル
か

市
体
育
協
会
（
黄
薬
体
育
館
内
）
、

ま
た
は
市
民
体
育
課
（
土
・
日
は

除
く
）
へ
▼
問
い
合
わ
せ
…
市

体
育
協
会
（
容
⑨
1
9
0
5
）
か

市
民
体
育
課
（
内
線
4
7
8
）
へ
。

吊
民
体
育
課
）

軟
式
テ
ニ
ス

宇
治
オ
ー
プ
ン
大
会

府
民
総
体
選
考
会
を
兼
ね
て

行
い
ま
す
。

▼
と
き
・
：
8
月
2
0
日
間
、
午

前
9
時
～
▼
と
こ
ろ
…
東
山
コ

ー
ト
▼
種
目
三
般
男
子
・
女

子
、
各
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス
▼
参

加
費
二
チ
ー
ム
八
百
円
▼
申

し
込
み
・
・
・
8
月
1
6
日
困
ま
で
に

的
場
一
さ
ん
（
酋
⑩
1
2
8
旧
）

へ
。
吊
民
体
育
課
）

宇
治
市
民
総
体

硬
式
テ
ニ
ス
の
部

▼
と
き
・
種
目
…
9
月
3
日

間
＝
男
子
・
女
子
複
、
1
0
日
㈲

＝
男
子
・
女
子
単
、
1
7
日
面
＝

壮
年
ダ
ブ
ル
ス
▼
と
こ
ろ
・
：
太

陽
が
丘
ほ
か
▼
参
加
資
格
・
：
市

民
と
市
内
在
勤
・
在
学
の
人
、
市

テ
ニ
ス
協
会
登
録
者
▼
問
い
合

わ
せ
・
：
詳
し
ぐ
は
、
8
月
1
8
日

倒
ま
で
に
、
宇
治
ロ
ー
ン
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
（
ａ
⑩
9
8
5
7
）
か

喫
茶
「
ア
ル
フ
ァ
」
（
ａ
⑩
0
0

4
0
）
へ
。
吊
民
体
育
課
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

実
技
。
講
習
会

▼
と
き
・
：
8
月
2
6
日
出
、
午

後
2
時
と
6
時
の
2
回
▼
と
こ

ろ
・
：
黄
壁
体
育
館
▼
対
象
・
：
1
5

歳
以
上
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定

員
…
各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講

料
…
千
円
▼
申
し
込
み
…
8
月

1
3
日
㈲
午
前
9
時
か
ら
、
直
接

同
体
育
館
（
ａ
⑩
4
0
0
Ｊ
）
へ
。

（
公
園
公
社
）

1016

老人大学を開講

お気軽にご利用を

里
齢
出
演
団

体 出
題
作
品

于
宮
が
ん
検
診

基
本
健
康
診
査

問
い
合
わ
せ
…
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
3
6
0
）

申し込みは8月19

日まで

市
民
体
育
の
お
知

ら
せ
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